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鹿児島県の農業は、地域経済を支える基幹産業であり、令和３年の農業
産出額は全国第２位の4,997億円。特に、全国上位の飼育頭数を誇る豚、
肉用牛（黒毛和種）を中心とした畜産は、農業産出額の約65％。

【全国・本県の農業算出額】
単位：億円

H29 H30 R元 R2 R3

全国 93,787 91,283 89,387 89,557 88,600

鹿児島 5,000 4,863 4,890 4,772 4,997

◎本県の農業算出額推移・全国順位
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【本県の農業算出額(品目別)】

令和3年度
農業算出額 計4,997億円

農林水産省 令和3年 農業算出額(都道府県別)

〇 鹿児島県農業の概要



【全国における収穫量・飼養頭羽数 上位品目】

【生産金額上位15品目】

〇 鹿児島県農業の特徴



〇 鹿児島県農業の特徴

【全国における本県農業の地位】



〇 ＪＡ鹿児島県経済連について



〇 ＢＢ肥料（配合肥料）の供給実績

〇 土壌診断の件数

鹿児島県内農家への肥料供給、低コスト肥料の新規開発、施肥
指導、土壌診断などを行っている

〇 施肥指導

茶、園芸、果樹営農指導員等との肥料提案（茶年間肥料設計７７工場）

㈱ＪＡ物流かごしま 肥料工場
製造能力  80,000t/年

BBとは：Bulk（粒） Blending（混合する）

その他肥料実績：42,442ｔ前年比：89.1% （前年実績：57,535ｔ）

〇 ＪＡ鹿児島県経済連の肥料事業について



〇 肥料原料の輸入価格の動向

〇 肥料原料の輸入価格は、2021年以降上昇傾向となったが、2023年１月以降下落に
転じている

〇 しかし、令和５年秋肥の全農基準価格（15-15-15）は、令和２年春肥比151％と、
依然高い水準にある

〇 令和５年春肥についても値下げが予想されるものの、小幅な値動きとなる見込み



堆肥センター

耕種農家

水稲・甘藷・野菜・茶・
果樹・飼料作物 等

畜産農家

牛・豚・鶏

畜糞

ペレット製造施設 ・ 
配合肥料工場

鹿児島

国産飼料

地域資源活用肥料・

堆肥ペレット

エサ(飼料作・稲わら)

みどりの食料システム戦略への対応

化学肥料使用量低減

地域資源活用肥料
土壌診断による提案

土壌改良・適正施肥・コスト削減等

堆肥

地域資源

〇耕畜連携における地域資源の利活用



〇 地域資源活用肥料のフローチャート

原料堆肥

堆肥ペレット

混合堆肥複合肥料
（アグリッチ）

有機配合

粒状配合

堆肥入肥料
（リッチシリーズ）

・ミドリッチ(茶)
・カジュリッチ(果樹)

・ベジリッチ(野菜)
・イネリッチ(水稲)
・イモリッチ(甘しょ)
・キビリッチ(キビ)

・アグリッチ
              (園芸全般)

・堆肥ペレット

ペレット加工

化成肥料等混合
粒状化



〇 地域資源を活用した低コスト肥料の取組み

※１.令和5年7月末状況（計：5,380.3t）集計期間：令和5年4月～7月 ※２．1年間の受注実績：8,417.06ｔ

ミドリッチ茶1号

8-4-1 Mg4

ミドリッチ茶2号 ミドリッチ茶3号

8-2.5-0 Mg3.5 8-2-0 Mg2

333.5t 1,693.7t 167.9t

ミドリッチ茶4号

8-4-1.5

1,771.2t 32.4t 23.5t 9.7t

カジュリッチ1号 カジュリッチ2号

11-5-5
Mn0.25 B0.15

12-5-4

ミドリッチ茶エース秋

9-3-3

387.3t

有機リッチ

6-3.5-2.5

ベジリッチ１号 イネリッチ 一発イネリッチ
早期用

一発イネリッチ
普通期用

一発イネリッチ
晩生用 イモリッチ 奄美キビリッチ 熊毛キビリッチ

14-10-10 
Mn0.3B0.1

アグリッチ

12-14-10 16-12-12 16-13-13 20-10-9 8-12-20 15-10-6 12-15-8 8-8-8Mg3

80.0t306.4t 68.2t 5.1t 30.2t 19.4t 225.8t 150.4t 30.2t

ベジリッチ2号

14-10-10

41.0t

有機配合肥料→ペレットを混合

粒状肥料→アグリッチ（混合堆肥複合肥料）を混合

△10％ △18％ △16％ △21％ △19％ △39％ △32％ △30％

△50％ △30％ △27％ △22％ △18％ △18％ △5％ △6％ △25％ △27％



１．目的
〇 耕畜連携による粗飼料の自給率向上  〇 堆肥の広域流通による循環型農業の確立
〇 稲作生産者の新たな収入源確保等に向けた実証試験

２．流通実証概要

20tﾄﾚｰﾗｰ

商 品 数 量 輸送区間 供給先等
堆肥

ペレット
60t

15㎏、500㎏ﾌﾚｺﾝ
鹿児島
⇔
宮城

ＪＡいしのまき，
新みやぎ，古川

2/6出発式
(鹿児島)

稲わら
約137t

(685ﾛｰﾙ/200㎏)
鹿児島県内肉用牛農家

2/9出発式
(宮城)

〇 鹿児島･宮城  堆肥ペレット･稲わら広域流通実証試験



堆肥ペレット（5mm）
 地域資源割合：10%
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堆肥ペレット（ペレット径３～４mm）
地域資源割合：30%

アグリッチ配合
地域資源割合：10%

高成分アグリッチ配合（地域資源を使用）
地域資源割合：30%

有機配合（茶、果樹）

粒状配合（水稲、甘藷、キビ、園芸）

１）粒状配合肥料の化学肥料低減
①高成分アグリッチ（10-10-10）地域資源割合50%
②高成分アグリッチ（4-16-16）  地域資源割合50%
⇒配合原料として地域資源30%削減を目指す

２）直近の製品開発予定（地域資源割合30%)
水稲、甘藷、キビ、茶、花
園芸用（豆、オクラ、カボチャ、にんじん、ばれいしょ）

〇 今後の地域資源活用肥料の展開

〇 みどりの食料システム戦略に則り、化学肥料の低減をすすめる
 2030年：20%減 2050年：30%減

３）化成肥料の価格が下落した場面においても価格優位性の確保が可能



えい有機農業支援セン
ター

ＪＡ物流かごしま

１．堆肥ペレット製造施設設置予定地
ＪＡいぶすき えい有機農業支援センター
（鹿児島県南九州市頴娃町別府８８６９）
※既存の畜産施設内に設置することでスムーズな設置が可能で、

ＪＡ物流かごしまＢＢ肥料工場へ安定持込可能な距離圏内

３．事業費用金額（内訳）
(1)ペレット設備一式（堆肥・ペレット乾燥設備含） 304百万円
(2)建 屋 （既存建屋設備）   68百万円 合計380百万円
(3)その他設備 （ﾎｲｰﾙﾛｰﾀﾞ他）     8百万円 （自己負担見込額207百万円）

２．堆肥ペレット製造施設事業概要
(1)補助事業 ：令和５年度国内肥料資源活用総合支援事業（国内肥料資源利用拡大対策事業）
(2)総事業費 ：３８０，１３９，１００円
(3)割当内示額 ：１７２，７９０，５００円
(4)完成予定 ：令和６年３月 （令和６年４月稼働開始）
(5)製造能力 ：３，０００ｔ/年間（２t/h）

３５ｋｍ

〇 堆肥ペレット製造施設設置

〇 これまで地域資源活用肥料に配合していた堆肥ペレットについては、製造委託を
行っていた

〇 今後、堆肥ペレットのさらなる活用を目指すため、本会で製造施設を設置する



2016 2021 2030 2050

化学肥料の使用量（NPK総量･出荷ベース）

〇 化学肥料低減の指標（KPI)

90万t
(実績)

85万t
(実績)

72万t
(目標)

63万t
(目標)

〇 みどりの食料システム戦略では、2050年に化学肥料30％低減を目標としている
〇 化学肥料使用量が低減の指標になっており、耕地面積減少や海外有機活用も化学

肥料低減として評価される
〇 食料安保の観点からも、国内資源の活用について取り組みを強化していく

20％削減 30％削減

自然減

施肥減

国内資
源活用

海外有
機活用
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